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は　じ　め　に

湯川　仁（旧姓：藤原，1932–1980）は，広島県比婆郡

比和町（現．庄原市比和地区）大字古頃で出生し，同郡

比和町，高野町を中心に，同県北東部の小型哺乳類など

の研究を行った研究者である．極めて多数の食虫類や齧

歯類を精力的に捕獲し，標本として残すとともに，それ

らの生活史に関する研究を行い，その成果は現在でも高

く評価されている（中村 1998；横畑 2007）．湯川の研究

活動は比和町比和にある比和町立自然科学博物館（現．

庄原市立比和自然科学博物館；以下，比和博物館）を基

盤にしていたが，この館は独特な成り立ちと運営形態の

もとにあり，湯川の活動もそれと切り離して評価するこ

とはできない．本稿では，湯川の業績を振り返るととも

に，それを可能にした比和博物館の特性との関連につい

て触れ，今後の地域の自然史研究のあるべき姿について

考えたい．

湯川　仁の研究活動について

湯川は比和博物館を活動の拠点としていたが，後述す

るようにこの博物館は専従の学芸員を一人も配置する

ことなく，アマチュアの研究者や自然愛好家の努力に

よって活発な研究，普及活動を行ってきた．湯川は1953–

1957 年の 5 年間，比和博物館の学芸員補という立場で

あったため（中村 1998），彼を純粋なアマチュア研究者

とするには難があるとみる向きもあるかもしれない．し

かし，1958年以降は比和町教育委員会の職員であったこ

と，後述するように大学などの研究者による指導や彼ら

との共同研究がほとんどなかったこと，そして何よりこ

の博物館自体が自然史に関心を抱く多くの一般市民の活

動に支えられてきたものであり，その中に湯川の研究活

動もあったことから，彼を本質的に在野の研究者とする

ことにはいささかの問題もないであろう．その対象は小

型～大型哺乳類，鳥類，一部は爬虫類や魚類にまで及ん

でいるが，中心になるのはモグラ科およびネズミ科の地

上～地中性小型哺乳類である．湯川は町役場への通勤途

中に通る農地で，はさみ罠を使ってモグラの捕獲を毎日

のように行っており，休日には付近の山林でビクター型

の捕殺罠を用いてネズミ類などの捕獲を続けていた．現

在，比和博物館には 500 点を超えるモグラ類（ミズラモ

グラ Euroscaptor mizura，アズマモグラMogera imaizumii，

コウベモグラ M. wogura），50 点を超えるカワネズミ

（Chimarrogale platycephala），1,000 点を超えるヒミズ

（Urotrichus talpoides），2,000点を超えるネズミ類（アカネ

ズミApodemus speciosus，ヒメネズミA. argenteus，スミス

ネズミEothenomys smithii，ハタネズミMicrotus montebelli）

の剥製および頭骨標本が収蔵されているが，そのほとん

どは湯川自身によって 1960 ～ 1970 年代に捕獲されたも

のである（表 1）．中でも当時は国内の1箇所で多数のモ

グラ類を捕獲した例が他になく，それらの標本に基づい

てヒミズやアズマモグラ，コウベモグラの妊娠期間や繁

殖期を明らかにした研究（藤原 1957，1962；湯川 1965，

1977）は，現在でも頻繁に引用されている．比和町には

上述の 3種のモグラ類が分布しており，特にミズラモグ

ラは，捕獲数は極めて少ないものの，当時は近畿地方や

中国地方他地域の分布（Sagara 1999に総説）が知られて

おらず，非常に隔離された個体群のように考えられ，1

点のみの標本をもとに Imaizumi（1955）により亜種ヒワ

ミズラモグラ E. mizura hiwaensisとして記載されたこと

もある（湯川1968bも見よ）．アズマモグラは比較的山間

部に生息しており，コウベモグラは農地などの平地に多

くみられるため，現在であれば両種の種間関係に注目が

集まりそうであるが，湯川にはその発想は希薄であり，

専ら繁殖期や妊娠期間などの基本的な特性の把握に精力

が注がれている．また，多数の捕獲個体には全身白化や

部分白化の個体が含まれており，また湯川の活動を見て

いた付近住民からの提供もあり，そのような個体の記録
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（藤原 1960a，b，1961b）も当時としては貴重なものに

なっている．希少なカワネズミの生態に関する報告（藤

原1955，1956，1959，1961a，1963；湯川1968a）も重要

である．

庄原市立比和自然科学博物館には標本だけでなく，湯

川の採集記録が製本されて大切に保管されている（表

1）．この記録から，湯川がいかに精力的であったかが把

握できる．ネズミ類の捕獲を行った日数を採集年月日か

ら数えると，多い年では年間150日におよび，平均 80日

ほどになる（下平・横畑 1998）．しかも，これは捕獲個

体のなかった日が含まれていないので，過小推定である．

現在これほどの頻度で採集活動の行える研究者がどれほ

どいるだろうか？横畑（2003）は鳥獣保護法がそれまで

捕獲規制の対象になっていなかった食虫類やネズミ類を

扱うようになるに当たってアンケート調査を行い，国内

の小型哺乳類研究者の捕獲活動の現状を調べているが，

大半の回答者（81名中53名）が捕獲を行う期間を年間1

ケ月以内と述べている．

湯川は多数の論文を「比和科学博物館研究報告」や，

この博物館の支援組織である比婆科学教育振興会の機関

紙である「比婆科学」などに残しており（表 2），その一

覧は竹下（1981）によって取りまとめられている（本論

文は筆者の研究室のホームページにおいても公開してい

る，URL: http://yokohata.sci.u-toyama.ac.jp/YUKAWA.html，

最終確認 2011 年 11月 17 日）．こうした地方の出版物に

多数の著作を残すことでそれらの発行を支えるととも

に，当時の日本哺乳動物学会の学術誌「哺乳動物学雑誌」

にも和文ではあるが繰り返し投稿を行い，彼の活動は全

国的にもよく知られていた．

しかし，湯川の活動歴の中で，大学の研究者と連携し

た形跡はあまりみられない．彼が捕獲したコウベモグラ

から得られた胎仔のサンプルが，広島大学医学部解剖学

教室に提供され，澤野・上田（1960）にまとめられている

だけである．当時は野生哺乳類の研究が現在ほど盛んで

なく，大学に野生の哺乳類を扱う研究室が少なかったこ

とと，特に中国地方の大学にそのような研究室がなかっ

たためであるが，そのことは一方で，湯川が高い自律性

をもって研究を行うことにつながった．比婆科学教育振

興会や比和博物館が非常に独立性の高い活動を行ってき

たことも，その一因と考えられる．

表1．庄原町立比和博物館の哺乳類採集記録集計

目 科 種 個体数

食虫目 トガリネズミ科 ニホンジネズミ 97

カワネズミ 79

モグラ科 ヒミズ 809

ミズラモグラ 2

アズマモグラ 32

コウベモグラ 417

翼手目 キクガシラコウモリ科 キクガシラコウモリ 8

コキクガシラコウモリ 8

ヒナコウモリ科 テングコウモリ 7

コテングコウモリ 17

兎型目 ウサギ科 ノウサギ 97

齧歯目 リス科 ムササビ 11

ネズミ科 スミスネズミ 806

ハタネズミ 150

カヤネズミ 44

アカネズミ 1,917

ヒメネズミ 832

クマネズミ 57

ハツカネズミ 75

食肉目 クマ科 ツキノワグマ 7

イヌ科 タヌキ 93

キツネ 28

イタチ科 ニホンテン 15

ニホンイタチ 112

タイリクイタチ 26

アナグマ 15

偶蹄目 イノシシ科 イノシシ 1*

（*博物館にはこの他に頭骨30点を収蔵）

表2．湯川　仁氏の年代別著述論文数（竹下（1981）より集計）

年代
比婆科学 比和博物館研究報告 * その他

合　計
哺乳類 鳥類など ** 哺乳類 鳥類など ** 哺乳類 鳥類など **

1953–1955 6 10 未刊行 4 1 21

1956–1958 8 14 1 1 7 0 31

1959–1961 5 4 3 3 2 0 17

1962–1964 6 0 2 0 1 0 9

1965–1967 1 1 3 1 0 1 7

1968–1970 6 4 5 2 4 1 22

1971–1973 4 2 2 1 2 2 13

1674–1976 3 1 2 1 1 1 9

1977–1980 1 0 0 0 1 2 4

*1958年より刊行，**鳥類の他に脊椎動物，魚類，昆虫などを含む．
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湯川の死後，比和町立自然科学博物館を訪れた筆者は，

多数の標本や記録が残されていることに驚き，それらを

用いた研究を行った（横畑 1994，1997a，b，1999；荒

井・横畑1998；下平・横畑1998；Yokohata 1999）．それ

が契機となって 1997 年には比和博物館に隣接する比和

町町民会館（現．比和文化会館）で食虫類に関する生物

学的知見を総括的に扱う国内初の研究・教育シンポジウ

ムである「第 1回野生動物の保護をめざすもぐらサミッ

ト」を，比婆科学教育振興会の設立50周年，比和博物館

の設立 45周年記念事業として開催することができた（比

和町立自然科学博物館・比婆科学教育振興会 1998）．こ

の行事の記念出版物として阿部・横畑（1998）と英文報

告書（Yokohata and Nakamura 1999）が出版され，日本産

食虫類に関する自然史科学的知見が総括され，国内外に

広く紹介された．阿部・横畑（1998）の冒頭には，「本書

を故　湯川　仁氏に捧ぐ」と明記されている．

庄原市立比和自然科学博物館の成り立ちとその特性

日本で博物館が最も多く作られたのは高度経済成長期

に当たる 1960 年代後半から 1970 年代前半までで，この

間に全国で 500 館近くが開館している（伊藤 1991）．比

和博物館はそれに先立ち 1951 年に「比和町立科学博物

館」として設立された．これは，比婆科学教育振興会の

構成員による地域の自然史に関する研究活動の結果，収

集された多数の標本を地元の小学校の一角に場を借りて

展示したことが始まりである（表 3）．翌年には広島県に

よって県内初の博物館相当施設に指定されているが，専

属の学芸員を一人も配することなく，当時は独立した建

物を持つこともなかったこの「博物館」は，1958年に広

島県で初めて登録を抹消されている．しかし，関係者達

はそれにまったく臆することなく活動を続け，この年か

ら上記の研究報告を発行し，盛んに活動を続け，1981年

には比婆科学教育振興会が環境庁自然保護局賞を受賞し

ている．近年は登録博物館では自由な運営ができないと

して，博物館の登録申請を避ける自治体が目立っており

（伊藤1991），比和博物館はそのはしりと言えるかもしれ

ない．市民が権利として博物館の建設を自治体に要求す

る活動は 1970 年代後半以降みられるようになったとさ

れるが（伊藤1991），比和博物館は1950年代にすでに市

民の活動によって作られていたのである．

とはいえ，多数にわたる標本やその収集記録，文献な

どをいつまでも小学校の一角に保存し続けることもでき

ず，その後，1990年には比和町役場の付近に小規模な独

立棟としての比和博物館が建設されている．しかし，そ

の設計や完成後の運営のあり方も，この館の成立経緯や

それを動かしてきた人々の考え方を反映して，非常にユ

ニークなものとなっている．博物館は 2階建てで，1階

の大半は展示室で占められているが，残りのスペースを

研究室や書庫に充て，2階に展示室を上回る面積の標本

などの資料収蔵庫を実現し，さらにそれに隣接して様々

な研究や普及活動に活用できる標本製作室を配している

（図 1）．こうした配置は館を訪れた外部からの研究者に

とっても大変利便性の高いもので，著者も1995年を中心

に数回，合わせて 3ケ月あまり滞在し，多数の標本の処

理と計測などを集中的に行うことができた．1階の展示

室の正面には出入口があるが，その 3ケ月あまりの滞在

の間，著者はその出入口が空いているのを見た記憶がな

い．通常，一般来館者が博物館を訪れると，隣接する町

民会館の職員が対応して裏口から入館し，無料で館内を

案内することになっており，正面出入口が開かれること

はなかった．このようにして館の運営に要する人件費を

極度に抑え，比和町の決して潤沢ではない予算を有効に

活用していたのである．なお，庄原市立の博物館となっ

た現在は，比和博物館と隣接していた旧比和町郷土文化

伝習施設をつなぎ，後者を第一常設展示室，博物館の展

示室を第二展示室として公開している（入場料は高校生

以上300円，中学生以下は無料）．比和科学博物館研究報

告と比婆科学はその後も号数を重ね，2011年現在，前者

は第 52号，後者は240号を刊行するに至っている．

ここでの「博物館」とは，建物のことではなく，それ

を動かす人々の活動自体や，それを支える「地域住民自

身による地域の自然史の探求」とでもいうべき理念その

ものをさす言葉であったといえよう．高度経済成長期に

表3．比婆科学教育振興会と庄原市立比和自然科学博物館の歩み

1947 比婆科学教育振興会設立，第1回研究発表会開催

1947 「比婆科学」創刊

1951 比和町立科学博物館設立（比和小学校に間借り）

1952 博物館法における「博物館相当施設」適用

1953 藤原（＝湯川）仁氏，博物館学芸員補として採用

1954 比婆科学教育振興会規約作成

1958 博物館登録抹消，比和科学博物館研究報告創刊

1975 「比婆科学」第100号刊行

1977 「比和の自然」刊行

1980 湯川　仁氏逝去

1981 第 35回愛鳥週間全国野鳥保護のつどい開催，

1981 比婆科学教育振興会が環境庁自然保護局賞を受賞

1990 博物館独立棟完成，比和町立自然科学博物館に名称変更

1990 比婆科学教育振興会が森林文化賞を受賞

1997 第 2回「野生動物の保護をめざすもぐらサミット」開催

2005 庄原市と比和町合併，「庄原市立比和自然科学博物館」に

2012 地学分館開館（予定）
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経済原理に依存し，支配される形で全国に新設された博

物館の多くが，その後の入館者数の減少などによって低

迷し，かなりの数が閉館の憂き目にあっている（伊藤

1991）こととは対照的である．このような比和博物館の

あり方は，規則や基準で秩序や支配関係を作り出し，そ

の中で大きな予算を動かす人や組織が高く評価される現

代社会の姿に対する一種のアンチテーゼであろう．その

ような社会が多種多様な問題をはらみ，様々な限界に直

面している現代，その答えのひとつがここにある，と訴

えたくなるのは筆者だけであろうか．

とはいえ，「平成の大合併」によって庄原市の一地区と

なった比和町の今後の行く末はそれほど明るいものでは

ない．筆者が集中的に研究を行っていた 1995 年前後に

4,000 人ほどであった町の人口は現在 2,000 人以下に半

減し，唯一の公共交通機関であるバスの本数も減少して，

日本各地の多くの中山間地域と同様に，比和も著しい過

疎の問題に直面している．この大きな問題に博物館の持

つ文化的側面だけで対抗することは，いかに比和博物館

をもってしても難しいと言わざるを得ない．しかし，過

疎の問題を克服する最も重要な要素が地域の自律性であ

り，それに必要なのが地域の文化性を高めることである

ことを考えると，「地域住民自身による地域の自然史の探

求」という理念は決して的を外したものではないであろ

う．現在，比和博物館は庄原市内で出土した貴重な鯨類

等の哺乳類化石を展示公開するための地学分館の建設を

進め，「モグラ博物館」に加えて「山の中で鯨ウォッチン

グのできる博物館」として新たな動きを起こそうとして

いる．湯川の残した比和博物館と比和地区の今後のため

に，関係者の努力に大きく期待したい．
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